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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
！
３
人
娘
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
ハ
ー
ト
！
！

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
４
８
５
Ｊ

【
作
者
名
】

　
ユ
ー
リ

【
あ
ら
す
じ
】

　
三
条
ゆ
か
り
が
旅
行
に
行
っ
て
い
る
間
、
代
理
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
日
奈
森
亜

夢
に
頼
む
事
に
し
た
星
名
歌
唄
。

亜
夢
と
一
緒
に
１
日
を
満
喫
す
る
中
、
父
の
よ
う
に
立
派
な
怪
盗
に
な
る
夢
を

持
つ
少
女
・
阿
久
野
正
子
が
ル
ル
に
心
の
タ
マ
ゴ
を
？
タ
マ
に
変
え
ら
れ
亜
夢

と
歌
唄
を
襲
う
！
！

大
ピ
ン
チ
の
亜
夢
と
歌
唄
に
、
新
た
な
力
が
目
覚
め
る
・
・
・
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（
前
書
き
）

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
紹
介

日
奈
森
亜
夢
：
聖
夜
学
園
小
の
６
年
生
で
、
ク
ー
ル
＆
ス
パ
イ
シ
ー
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
い
る
女
の
子
。
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
に
所
属
し
て
お
り
、
ジ
ョ

ー
カ
ー
を
務
め
る
。
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
は
ラ
ン
・
ミ
キ
・
ス
ゥ
・
ダ
イ
ヤ
の
４
人
。

真
城
り
ま
：
聖
夜
学
園
小
の
６
年
生
で
、
ク
ー
ル
と
お
笑
い
好
き
と
い
う
２
面

性
を
持
つ
女
の
子
。
亜
夢
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
１
人
。
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
に
所
属

し
て
お
り
、
Ｑ
チ
ェ
ア
を
務
め
る
。
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
は
ク
ス
ク
ス
。

星
名
歌
唄
：
月
詠
幾
斗
の
妹
で
、
ア
イ
ド
ル
を
や
っ
て
い
る
女
の
子
。
元
イ
ー

ス
タ
ー
の
１
人
で
、
イ
ー
ス
タ
ー
か
ら
の
第
２
の
刺
客
。
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
三

条
ゆ
か
り
が
い
る
。
今
は
イ
ー
ス
タ
ー
か
ら
抜
け
、
ゆ
か
り
と
共
に
独
自
の
活

動
を
続
け
て
い
る
。
亜
夢
の
事
は
少
し
ず
つ
認
め
て
は
い
る
も
の
の
な
か
な
か

素
直
に
な
れ
な
い
。
幾
斗
が
大
好
き
と
い
う
極
度
の
ブ
ラ
コ
ン
。
し
ゅ
ご
キ
ャ

ラ
は
エ
ル
と
イ
ル
の
２
人
。

三
条
ゆ
か
り
：
三
条
海
里
の
姉
で
、
歌
唄
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
し
て
い
る
女
性
。

海
里
と
ち
が
い
グ
ー
タ
ラ
気
味
。
元
イ
ー
ス
タ
ー
の
１
人
で
、
歌
唄
と
共
に
第

２
の
刺
客
だ
っ
た
。
今
は
イ
ー
ス
タ
ー
を
抜
け
、
歌
唄
と
共
に
独
自
の
活
動
を

続
け
て
い
る
。
ア
ニ
メ
版
で
は
二
階
堂
悠
と
良
い
感
じ
♪

ル
ル
・
ド
・
モ
ル
セ
ー
ル
：
ア
ニ
メ
版
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、
フ
ラ

ン
ス
か
ら
来
た
女
の
子
。
名
古
屋
生
ま
れ
ら
し
く
、
時
々
方
言
が
出
る
。
イ
ー

ス
タ
ー
か
ら
の
第
３
の
刺
客
（
原
作
で
は
第
３
の
刺
客
は
幾
斗
）
。
不
思
議
な

ジ
ュ
エ
リ
ー
を
持
ち
、
抜
き
出
し
た
心
の
タ
マ
ゴ
を
？
タ
マ
に
変
え
る
能
力
を

持
つ
。
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
は
ナ
ナ
。

ラ
ン
：
亜
夢
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
の
１
人
。
最
初
に
生
ま
れ
た
子
。
特
技
は
応
援
。

亜
夢
と
の
キ
ャ
ラ
な
り
は
ア
ミ
ュ
レ
ッ
ト
ハ
ー
ト
。

ク
ス
ク
ス
：
り
ま
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
。
お
笑
い
が
大
好
き
な
ピ
エ
ロ
風
の
子
。

り
ま
と
の
キ
ャ
ラ
な
り
は
ク
ラ
ウ
ン
ド
ロ
ッ
プ
。
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エ
ル
：
歌
唄
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
の
１
人
。
天
使
そ
の
も
の
と
い
う
感
じ
の
子
。

歌
唄
の
元
か
ら
家
出
し
亜
夢
の
元
に
い
た
事
が
あ
り
、
ハ
ン
プ
テ
ィ
・
ロ
ッ
ク

の
力
で
亜
夢
と
キ
ャ
ラ
な
り
し
た
事
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
か
亜
夢
の
し
ゅ
ご

キ
ャ
ラ
達
と
も
仲
良
し
。
歌
唄
と
の
キ
ャ
ラ
な
り
は
セ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ム

で
、
亜
夢
と
の
キ
ャ
ラ
な
り
は
ア
ミ
ュ
レ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ェ
ル
。

イ
ル
：
歌
唄
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
の
１
人
。
小
悪
魔
そ
の
も
の
と
い
っ
た
感
じ
の

子
。
エ
ル
を
よ
く
イ
ジ
メ
る
が
、
本
当
は
仲
良
し
。
原
作
の
歌
唄
編
終
盤
に
お

い
て
、
ハ
ン
プ
テ
ィ
・
ロ
ッ
ク
の
力
で
亜
夢
と
一
時
的
に
キ
ャ
ラ
な
り
し
た
事

も
あ
っ
た
。
歌
唄
と
の
キ
ャ
ラ
な
り
は
ル
ナ
テ
ィ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ム
で
、
亜
夢
と

の
キ
ャ
ラ
な
り
は
ア
ミ
ュ
レ
ッ
ト
デ
ビ
ル
。

ナ
ナ
：
ル
ル
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
。
フ
ラ
ン
ス
人
形
の
よ
う
な
子
。
ル
ル
と
同
じ

く
名
古
屋
弁
を
使
う
。
ル
ル
と
の
キ
ャ
ラ
な
り
は
不
明
。

？
（
ナ
ゾ
）
タ
マ
：
ル
ル
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
力
で
抜
き
出
さ
れ
た
タ
マ
ゴ
が
姿

を
変
え
た
タ
マ
ゴ
。
濃
い
紫
色
で
、
？
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
る
。
持
ち
主
の
夢

を
？
キ
ャ
ラ
チ
ェ
ン
ジ
や
？
キ
ャ
ラ
な
り
に
よ
っ
て
暴
走
さ
せ
て
し
ま
う
。

阿
久
野
正
子
：
今
回
ル
ル
に
よ
っ
て
コ
コ
ロ
の
卵
を
？
タ
マ
に
変
え
ら
れ
る
少

女
。
怪
盗
を
し
て
い
る
父
を
持
ち
、
自
分
も
将
来
怪
盗
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る

が
、
迷
っ
て
い
る
。
？
キ
ャ
ラ
チ
ェ
ン
ジ
し
た
事
に
よ
っ
て
亜
夢
や
歌
唄
を
襲

う
。
キ
ャ
ラ
チ
ェ
ン
ジ
の
段
階
で
歌
唄
の
ル
ナ
テ
ィ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ム
を
圧
倒
す

る
ほ
ど
強
い
。
？
タ
マ
に
よ
る
キ
ャ
ラ
な
り
は
ギ
ル
テ
ィ
ド
リ
ー
ム
。
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あ
る
１
件
の
事
務
所
で
、
星
名
歌
唄
と
三
条
ゆ
か
り
が
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が

ら
話
を
し
て
い
た
。

星
名
歌
唄

ホ
シ
ナ

ウ
タ
ウ

「
え
っ
、
旅
行
に
行
く
の
？
」

三
条
ゆ
か
り

「
え
え
、
悠
に
誘
わ
れ
ち
ゃ
っ
て
ね
。
」

歌
唄

「
二
階
堂
さ
ん
と
？
良
い
わ
ね
、
ラ
ブ
ラ
ブ
で
♪
」

ゆ
か
り

「
そ
、
そ
ん
な
ん
じ
ゃ
な
い
わ
よ
！
！
」

顔
を
赤
く
し
な
が
ら
言
う
ゆ
か
り
。

歌
唄

「
で
？
そ
の
旅
行
っ
て
い
つ
か
ら
な
の
？
」

ゆ
か
り

「
今
日
の
夕
方
か
ら
よ
。
」

歌
唄

「
夕
方
か
ら
行
く
の
？
」

ゆ
か
り
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「
え
え
。
だ
か
ら
明
日
は
知
り
合
い
の
誰
か
に
代
理
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
頼
ん

で
ね
。
」

歌
唄

「
あ
、
は
い
・
・
・
」

夕
方
に
な
っ
て
二
階
堂
悠
が
や
っ
て
来
て
、
ゆ
か
り
は
彼
と
共
に
出
か
け
て
行

っ
た
。

歌
唄

「
さ
て
、
ど
う
し
た
も
の
か
し
ら
・
・
・
代
理
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
っ
て
い
っ
て

も
誰
に
頼
め
ば
・
・
・
あ
、
そ
う
だ
！
あ
の
子
に
頼
み
ま
し
ょ
！
」

歌
唄
は
手
を
ポ
ン
と
叩
い
た
。

歌
唄

「
そ
う
と
決
ま
れ
ば
、
明
日
朝
一
番
に
行
き
ま
し
ょ
！
」

歌
唄
は
心
な
し
か
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
た
。

そ
し
て
翌
日
、
日
奈
森
家

日
奈
森
亜
夢
は
、
朝
っ
ぱ
ら
か
ら
ベ
ッ
ド
で
寝
て
い
た
。
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日
奈
森
亜
夢

ヒ
ナ
モ
リ

ア
ム

「
（
今
日
と
明
日
は
お
母
さ
ん
も
お
父
さ
ん
も
あ
み
も
旅
行
で
い
な
い
か
ら
、

ア
タ
シ
の
好
き
放
題
に
で
き
る
ん
だ
よ
ね
～
。
こ
う
や
っ
て
寝
放
題
だ
し
・
・
・

）
」

亜
夢
は
ス
ー
ス
ー
寝
て
い
る
。

亜
夢
が
寝
て
い
る
と
、
日
奈
森
家
の
呼
び
鈴
が
鳴
っ
た
。

ピ
ン
ポ
ー
ン
、
ピ
ン
ポ
ー
ン
！

亜
夢

「
ふ
ぁ
ぁ
・
・
・
」

亜
夢
は
ア
ク
ビ
を
し
な
が
ら
目
を
覚
ま
し
た
。

亜
夢

「
う
～
ん
、
誰
ぇ
～
？
」

眠
い
目
を
こ
す
り
な
が
ら
、
玄
関
ま
で
歩
い
て
行
く
亜
夢
。

そ
し
て
、
扉
を
開
け
る
。

亜
夢

「
っ
て
・
・
・
歌
唄
！
？
」

扉
を
開
け
た
亜
夢
の
前
に
は
、
星
名
歌
唄
が
立
っ
て
い
た
。

歌
唄

「
お
は
よ
う
、
亜
夢
。
」
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亜
夢

「
お
、
お
は
よ
う
・
・
・
っ
て
、
何
し
に
来
た
の
歌
唄
・
・
・
？
」

亜
夢
が
疑
問
に
思
う
の
も
ム
リ
は
な
い
。

人
気
ア
イ
ド
ル
の
歌
唄
が
、
何
の
ア
ポ
も
な
し
に
一
般
人
の
亜
夢
の
家
に
来
た

の
だ
か
ら
。

歌
唄

「
え
っ
と
・
・
・
そ
れ
は
・
・
・
」

亜
夢
の
部
屋

亜
夢

「
え
？
三
条
さ
ん
が
旅
行
に
？
」

歌
唄

「
そ
う
な
の
。
二
階
堂
さ
ん
と
一
緒
に
ね
。
」

亜
夢

「
二
階
堂
先
生
と
？
」

エ
ル

「
婚
前
旅
行
な
ん
で
す
～
。
ラ
ブ
ラ
ブ
な
フ
ラ
グ
が
立
ち
ま
く
り
な
ん
で
す
～
。

」イ
ル
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「
２
人
は
ず
っ
と
否
定
し
て
た
け
ど
な
。
顔
が
赤
く
な
っ
て
た
か
ら
バ
レ
バ
レ

だ
ぜ
。
」

亜
夢

「
そ
う
な
ん
だ
。
で
、
ア
タ
シ
に
何
か
用
な
の
？
」

歌
唄

「
え
え
、
折
り
入
っ
て
あ
な
た
に
頼
み
が
あ
る
の
・
・
・
ま
た
ア
タ
シ
の
１
日

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
や
っ
て
く
れ
な
い
？
」

亜
夢

「
え
？
ア
タ
シ
が
歌
唄
の
１
日
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
？
」

歌
唄

「
そ
う
よ
、
亜
夢
。
」

亜
夢

「
な
、
何
で
ア
タ
シ
に
！
？
」

歌
唄

「
あ
な
た
こ
な
い
だ
カ
ッ
コ
良
い
と
こ
ろ
見
せ
て
た
じ
ゃ
な
い
。
そ
こ
に
少
し

惹
か
れ
た
っ
て
の
も
あ
る
か
な
。
」

亜
夢

「
そ
う
な
ん
だ
・
・
・
」

歌
唄

「
や
る
の
？
や
ら
な
い
の
？
」

亜
夢
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「
う
ん
、
良
い
よ
。
ど
う
せ
今
日
ヒ
マ
だ
っ
た
か
ら
。
」

歌
唄

「
決
ま
り
ね
。
エ
ル
、
イ
ル
！
バ
ッ
グ
か
ら
例
の
服
を
出
し
て
亜
夢
に
着
せ
ち

ゃ
っ
て
♪
」

亜
夢

「
え
？
え
？
」

イ
ル

「
覚
悟
し
な
、
亜
夢
！
」

エ
ル

「
ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
で
す
～
、
亜
夢
ち
ゃ
ん
。
」

亜
夢

「
ち
ょ
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
・
・
・
キ
ャ
～
ッ
！
！
」

イ
ル
と
エ
ル
に
飛
び
か
か
ら
れ
、
亜
夢
は
悲
鳴
を
あ
げ
た
。

数
分
後
、
亜
夢
は
イ
ル
と
エ
ル
に
よ
っ
て
メ
イ
ド
服
を
着
せ
ら
れ
た
。

亜
夢

「
う
ぅ
・
・
・
ど
う
し
て
ア
タ
シ
が
こ
ん
な
目
に
・
・
・
」

亜
夢
は
俯
い
て
い
る
。

歌
唄
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「
似
合
っ
て
い
る
わ
よ
、
亜
夢
♪
」

歌
唄
は
微
笑
ん
で
い
る
。

亜
夢

「
ま
ぁ
、
歌
唄
が
喜
ん
で
る
な
ら
良
い
け
ど
さ
・
・
・
」

亜
夢
は
苦
笑
い
し
た
。

歌
唄

「
じ
ゃ
あ
、
ア
タ
シ
も
着
替
え
る
わ
。
」

亜
夢

「
じ
ゃ
あ
、
お
母
さ
ん
の
部
屋
使
っ
て
。
」

歌
唄

「
悪
い
わ
ね
、
亜
夢
。
」

歌
唄
は
バ
ッ
グ
を
掴
む
と
、
イ
ル
と
エ
ル
を
連
れ
て
亜
夢
の
部
屋
を
出
た
。

数
分
後
、
着
替
え
た
歌
唄
が
戻
っ
て
来
た
。

歌
唄

「
お
待
た
せ
～
。
」

亜
夢

「
早
か
っ
た
ね
、
歌
唄
・
・
・
っ
て
、
え
！
？
」
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部
屋
に
戻
っ
て
来
た
歌
唄
を
見
た
亜
夢
は
、
絶
句
し
た
。

な
ぜ
な
ら
歌
唄
は
、
執
事
服
を
着
て
い
た
か
ら
だ
。

亜
夢

「
う
、
歌
唄
・
・
・
何
で
そ
ん
な
格
好
し
て
る
の
・
・
・
？
」

歌
唄

「
え
っ
と
・
・
・
亜
夢
が
メ
イ
ド
服
着
て
る
か
ら
？
」

亜
夢

「
そ
れ
答
え
に
な
っ
て
な
い
ん
だ
け
ど
・
・
・
」

歌
唄

「
あ
、
あ
ら
・
・
・
？
」

イ
ル

「
歌
唄
・
・
・
」

エ
ル

「
歌
唄
ち
ゃ
ん
・
・
・
」

歌
唄

「
よ
、
要
す
る
に
変
装
よ
変
装
！
そ
の
ま
ま
だ
と
目
立
つ
で
し
ょ
？
」

亜
夢

「
そ
、
そ
だ
ね
・
・
・
」

歌
唄

「
さ
っ
、
行
く
わ
よ
亜
夢
。
」
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亜
夢

「
う
、
う
ん
。
」

亜
夢
と
歌
唄
は
、
外
に
出
た
。

亜
夢
と
歌
唄
は
、
ラ
ー
メ
ン
屋
に
来
て
い
た
。

亜
夢

「
ラ
、
ラ
ー
メ
ン
屋
・
・
・
？
」

歌
唄

「
そ
う
よ
。
ア
タ
シ
が
よ
く
来
る
店
な
の
。
」

亜
夢

「
素
の
姿
で
？
」

歌
唄

「
も
ち
ろ
ん
、
１
人
の
時
は
簡
単
な
変
装
す
る
わ
よ
。
今
は
執
事
服
着
て
る
か

ら
良
い
け
ど
ね
。
」

亜
夢

「
そ
だ
ね
。
」

歌
唄

「
店
長
さ
ん
、
塩
・
麺
バ
リ
カ
タ
・
背
油
多
め
・
ト
ッ
ピ
ン
グ
味
タ
マ
２
丁
で
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お
願
い
！
」

「
あ
い
よ
～
。
」

数
分
後
、
ラ
ー
メ
ン
が
２
丁
運
ば
れ
て
来
た
。

「
へ
い
、
お
待
ち
！
」

ト
ン
！

歌
唄

「
食
べ
る
わ
よ
、
亜
夢
。
」

亜
夢

「
う
ん
。
」

亜
夢
と
歌
唄
は
、
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
始
め
た
。

亜
夢

「
あ
、
お
い
し
い
。
」

歌
唄

「
で
し
ょ
？
こ
こ
の
ラ
ー
メ
ン
は
最
高
な
の
よ
。
」

亜
夢

「
う
ん
、
箸
が
進
む
～
♪
」

３
０
分
ほ
ど
し
て
、
亜
夢
と
歌
唄
は
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
終
わ
る
。

歌
唄
・
亜
夢
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「
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
～
。
」

亜
夢
と
歌
唄
は
勘
定
を
済
ま
せ
、
店
を
出
た
。

亜
夢

「
お
い
し
か
っ
た
わ
。
」

歌
唄

「
良
か
っ
た
、
亜
夢
に
喜
ん
で
も
ら
え
て
。
」

亜
夢

「
そ
れ
で
、
歌
唄
。
こ
の
後
仕
事
の
予
定
は
？
」

歌
唄

「
そ
の
事
な
ん
だ
け
ど
ね
、
亜
夢
・
・
・
」

亜
夢

「
う
ん
。
」

歌
唄

「
驚
か
な
い
で
聞
い
て
ね
。
実
は
今
日
・
・
・
」

亜
夢

「
う
ん
う
ん
。
」

歌
唄
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「
本
当
は
ね
・
・
・
今
日
お
仕
事
な
い
の
・
・
・
」

亜
夢

「
え
え
～
！
！
今
日
仕
事
な
い
の
～
！
！
？
」

歌
唄

「
ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
、
ウ
ソ
つ
い
ち
ゃ
っ
て
・
・
・
」

亜
夢

「
別
に
そ
れ
は
良
い
ん
だ
け
ど
・
・
・
じ
ゃ
あ
ど
う
し
て
ア
タ
シ
を
・
・
・
」

歌
唄

「
ア
タ
シ
ね
、
中
学
校
で
あ
ま
り
同
性
の
友
達
っ
て
い
な
い
の
。
ア
イ
ド
ル
だ

か
ら
っ
て
事
も
あ
る
と
思
う
ん
だ
け
ど
・
・
・
亜
夢
に
は
何
度
も
助
け
て
も
ら

っ
て
る
の
に
、
な
か
な
か
素
直
に
な
れ
な
く
て
・
・
・
だ
か
ら
、
せ
め
て
あ
な

た
と
友
達
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
の
・
・
・
」

亜
夢

「
ヤ
ダ
な
ぁ
、
歌
唄
・
・
・
×
タ
マ
を
大
量
浄
化
し
た
そ
の
日
か
ら
、
ア
タ
シ

達
は
親
友
じ
ゃ
ん
？
」

歌
唄

「
あ
り
が
と
う
、
亜
夢
・
・
・
」

亜
夢

「
じ
ゃ
あ
、
デ
パ
ー
ト
に
行
き
ま
し
ょ
！
」

歌
唄

「
う
ん
！
」
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亜
夢
と
歌
唄
は
、
手
を
つ
な
い
で
デ
パ
ー
ト
に
向
か
う
。

そ
の
２
人
を
、
謎
の
影
が
見
つ
め
て
い
た
・
・
・

亜
夢
と
歌
唄
は
、
デ
パ
ー
ト
で
Ｕ
Ｆ
Ｏ
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
を
し
て
い
た
。

歌
唄

「
ホ
ラ
、
取
れ
た
わ
よ
亜
夢
！
」

歌
唄
は
ウ
サ
ギ
の
ヌ
イ
グ
ル
ミ
を
取
り
、
亜
夢
に
渡
す
。

亜
夢

「
あ
り
が
と
、
歌
唄
！
じ
ゃ
あ
、
ア
タ
シ
は
・
・
・
」

対
す
る
亜
夢
は
、
黒
い
ネ
コ
の
ヌ
イ
グ
ル
ミ
を
取
っ
て
歌
唄
に
渡
し
た
。

亜
夢

「
は
い
！
」

歌
唄

「
あ
り
が
と
。
」

亜
夢

「
こ
う
し
て
る
と
ア
タ
シ
達
、
デ
ー
ト
し
て
る
み
た
い
だ
ね
！
」

歌
唄
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「
ふ
ぇ
！
？
そ
、
そ
う
ね
・
・
・
」

亜
夢
と
歌
唄
は
お
互
い
赤
面
し
て
い
る
。

亜
夢

「
次
、
何
す
る
？
」

歌
唄

「
そ
う
ね
ぇ
・
・
・
あ
！
亜
夢
、
こ
れ
や
ら
な
い
？
」

歌
唄
の
指
差
し
た
方
向
に
は
、
某
有
名
ホ
ラ
ー
ゲ
ー
ム
の
筐
体
が
あ
っ
た
。

キ
ョ
ウ
タ
イ

亜
夢

「
こ
れ
っ
て
・
・
・
バ
イ
オ
ハ
ザ
ー
ド
？
」

歌
唄

「
そ
う
よ
。
よ
く
ス
ト
レ
ス
発
散
に
や
っ
て
る
の
。
」

亜
夢

「
ヘ
ェ
・
・
・
」

歌
唄

「
銃
を
軽
く
前
に
振
れ
ば
弾
の
装
填
。
手
前
の
左
ボ
タ
ン
は
手
榴
弾
。
そ
し
て

右
ボ
タ
ン
が
ナ
イ
フ
よ
。
」

亜
夢

「
説
明
あ
り
が
と
う
・
・
・
」

歌
唄

「
さ
ぁ
、
さ
っ
そ
く
や
る
わ
よ
亜
夢
！
」
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歌
唄
は
筐
体
に
コ
イ
ン
を
入
れ
る
。

チ
ャ
リ
ン
チ
ャ
リ
ン
！

亜
夢

「
う
ん
！
で
も
ア
タ
シ
こ
う
い
う
の
や
っ
た
事
な
い
か
ら
・
・
・
す
ぐ
死
ん
じ

ゃ
う
か
も
し
れ
な
い
よ
？
」

歌
唄

「
あ
な
た
は
死
な
な
い
・
・
・
」

亜
夢

「
え
？
」

歌
唄

「
ア
タ
シ
が
守
る
か
ら
。
」

亜
夢

「
・
・
・
」

キ
ュ
ン
！

亜
夢
は
赤
面
し
た
。

歌
唄

「
行
く
わ
よ
！
！
」

亜
夢

「
は
、
は
い
！
！
」
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歌
唄
と
亜
夢
は
ゲ
ー
ム
を
始
め
る
。

そ
し
て
１
時
間
後
・
・
・

『
シ
ャ
ア
ア
ア
！
！
』

歌
唄

「
こ
れ
で
！
！
」

ジ
ャ
キ
ッ
！

歌
唄

「
ラ
ス
ト
ォ
！
！
」

ド
ン
、
ド
ン
！
！

『
世
界
の
秩
序
は
保
た
れ
た
・
・
・
』

亜
夢
と
歌
唄
は
見
事
ゲ
ー
ム
を
ク
リ
ア
し
た
。

亜
夢

「
フ
ゥ
・
・
・
何
と
か
ク
リ
ア
し
た
み
た
い
ね
・
・
・
」

歌
唄

「
で
も
亜
夢
上
手
だ
っ
た
わ
ね
。
飲
み
込
み
も
早
か
っ
た
し
・
・
・
」

亜
夢

「
イ
ヤ
、
そ
ん
な
事
な
い
よ
ぉ
。
で
も
こ
ん
な
怖
い
の
女
の
子
が
や
る
も
ん
じ

ゃ
な
い
わ
ね
。
」
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歌
唄

「
女
の
子
で
も
ス
ト
レ
ス
発
散
に
、
コ
イ
ン
２
枚
で
カ
ワ
イ
く
な
い
二
次
元
の

怪
物
を
倒
す
く
ら
い
は
良
い
で
し
ょ
？
」

ガ
コ
ン
！

歌
唄

「
そ
れ
に
、
悪
い
怪
物
か
ら
地
球
の
秩
序
も
守
れ
た
わ
よ
。
」

亜
夢

「
ア
ハ
ハ
。
で
も
架
空
の
で
し
ょ
？
」

歌
唄

「
え
え
。
怪
物
だ
け
に
・
・
・
リ
セ
ッ
ト
１
つ
で
蘇
る
わ
。
」

亜
夢

「
え
？
」

亜
夢
・
歌
唄

「
・
・
・
」

歌
唄

「
ゴ
、
ゴ
メ
ン
亜
夢
・
・
・
」

亜
夢

「
イ
ヤ
、
ア
タ
シ
は
別
に
・
・
・
も
う
帰
ろ
う
か
？
着
替
え
て
か
ら
。
」

歌
唄

「
そ
う
ね
・
・
・
」
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亜
夢
と
歌
唄
は
持
っ
て
来
て
い
た
元
の
服
に
着
替
え
、
デ
パ
ー
ト
を
出
た
。

歌
唄

「
じ
ゃ
あ
ね
、
亜
夢
。
今
日
は
１
日
あ
り
が
と
う
。
」

亜
夢

「
ど
う
い
た
し
ま
し
て
。
そ
れ
じ
ゃ
ま
た
今
度
ね
。
」

歌
唄

「
え
え
、
じ
ゃ
あ
。
」

歌
唄
は
足
早
に
帰
っ
て
行
く
。

亜
夢

「
さ
て
と
、
ア
タ
シ
も
帰
る
か
・
・
・
」

亜
夢
も
自
分
の
家
に
向
か
っ
て
歩
き
出
す
。

そ
ん
な
彼
女
を
、
１
人
の
少
女
が
見
つ
め
て
い
た
。

阿
久
野
正
子

ア
ク
ノ

セ
イ
コ

「
あ
の
娘
が
星
名
歌
唄
と
親
し
い
日
奈
森
亜
夢
・
・
・
あ
の
娘
を
利
用
す
れ
ば
、

大
金
が
手
に
入
る
か
も
・
・
・
ア
タ
シ
は
お
父
様
の
よ
う
に
立
派
な
怪
盗
に
な

る
ん
だ
！
で
も
、
ア
タ
シ
に
そ
ん
な
力
が
あ
る
か
ど
う
か
・
・
・
」

そ
ん
な
正
子
の
前
に
、
ル
ル
・
ド
・
モ
ル
セ
ー
ル
が
現
れ
た
。

ル
ル
・
ド
・
モ
ル
セ
ー
ル

「
あ
な
た
、
迷
っ
て
い
る
の
ね
。
」
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正
子

「
え
？
」

ル
ル

「
あ
な
た
の
そ
の
夢
、
こ
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
で
叶
え
て
あ
げ
る
・
・
・
」

ル
ル
は
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
取
り
出
す
。

ル
ル

「
や
り
た
い
事
は
、
や
っ
た
ら
え
え
が
ね
！
！
」

『
？
キ
ャ
ラ
チ
ェ
～
ン
ジ
！
！
』

亜
夢
は
夜
道
を
歩
い
て
い
た
。

亜
夢

「
今
日
の
歌
唄
、
楽
し
そ
う
な
顔
し
て
た
な
ぁ
。
ま
た
一
緒
に
遊
ぼ
う
。
」

亜
夢
は
微
笑
ん
で
い
る
。

す
る
と
、
亜
夢
の
前
に
阿
久
野
正
子
が
現
れ
た
。

ザ
ッ
！

正
子
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「
見
つ
け
た
わ
よ
、
日
奈
森
亜
夢
。
」

亜
夢

「
あ
な
た
は
誰
？
」

正
子

「
ア
タ
シ
は
怪
盗
を
父
に
持
つ
阿
久
野
正
子
。
あ
な
た
に
用
が
あ
る
の
。
一
緒

に
来
て
も
ら
う
わ
。
」

正
子
の
右
側
に
、
？
タ
マ
が
見
え
る
。

亜
夢

「
（
あ
れ
は
？
タ
マ
！
）
ア
タ
シ
の
心
、
ア
ン
ロ
ッ
ク
・
・
・
あ
！
！
」

亜
夢
は
キ
ャ
ラ
な
り
し
よ
う
と
す
る
が
、
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
が
い
な
い
事
に
気
づ

い
た
。

亜
夢

「
し
ま
っ
た
！
今
日
は
ラ
ン
達
連
れ
て
来
て
な
か
っ
た
ん
だ
っ
た
！
！
」

亜
夢
は
あ
わ
て
る
。

亜
夢

「
ど
、
ど
う
し
よ
・
・
・
」

正
子

「
覚
悟
し
な
さ
い
、
日
奈
森
亜
夢
・
・
・
」

正
子
は
亜
夢
に
近
づ
く
。



24

亜
夢

「
あ
・
・
・
キ
ャ
ア
ア
ア
～
ッ
！
！
」

亜
夢
は
悲
鳴
を
あ
げ
た
。

１
時
間
後

歌
唄

「
メ
イ
ド
服
の
亜
夢
、
カ
ワ
イ
イ
わ
ね
・
・
・
」

歌
唄
は
事
務
所
で
、
亜
夢
と
一
緒
に
撮
っ
た
プ
リ
ク
ラ
を
見
つ
め
て
い
た
。

歌
唄

「
今
度
ま
た
亜
夢
を
誘
お
う
。
」

歌
唄
は
微
笑
ん
で
い
る
。

す
る
と
、
事
務
所
の
窓
を
叩
く
音
が
聞
こ
え
た
。

ト
ン
ト
ン
！

歌
唄

「
あ
ら
、
ラ
ン
達
？
」

歌
唄
は
窓
を
開
け
、
ラ
ン
達
を
中
に
入
れ
る
。
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歌
唄

「
ど
う
し
た
の
？
」

ラ
ン

「
歌
唄
ち
ゃ
ん
、
亜
夢
ち
ゃ
ん
知
ら
な
い
？
」

歌
唄

「
今
日
は
１
日
一
緒
だ
っ
た
け
ど
、
１
時
間
程
前
に
別
れ
た
わ
よ
？
」

ス
ゥ

「
亜
夢
ち
ゃ
ん
が
ま
だ
帰
っ
て
来
て
な
い
ん
で
す
ぅ
～
！
！
」

歌
唄

「
な
、
何
で
す
っ
て
！
？
」

歌
唄
は
驚
く
。

す
る
と
、
歌
唄
の
携
帯
が
鳴
っ
た
。

ピ
リ
リ
、
ピ
リ
リ
！

歌
唄

「
も
し
も
し
、
亜
夢
？
今
ド
コ
に
い
る
の
？
ラ
ン
達
が
心
配
し
て
る
わ
よ
！
」

正
子

「
や
は
り
親
友
。
星
名
歌
唄
の
電
話
番
号
を
知
っ
て
た
か
。
」

歌
唄

「
！
？
あ
な
た
、
誰
よ
？
」
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正
子

「
ア
タ
シ
は
怪
盗
を
父
に
持
つ
阿
久
野
正
子
！
あ
な
た
の
親
友
日
奈
森
亜
夢
は
、

ア
タ
シ
が
預
か
っ
た
わ
。
」

歌
唄

「
な
、
何
で
す
っ
て
！
？
」

亜
夢

「
歌
唄
助
け
て
ぇ
～
！
！
」

歌
唄

「
あ
、
亜
夢
！
！
」

正
子

「
ウ
フ
フ
・
・
・
こ
の
娘
を
助
け
た
け
れ
ば
、
聖
夜
学
園
近
く
の
廃
倉
庫
に
１

人
で
来
な
さ
い
。
」

歌
唄

「
わ
か
っ
た
わ
。
」

亜
夢

「
ダ
、
ダ
メ
歌
唄
！
こ
れ
は
あ
な
た
を
誘
い
出
す
ワ
ナ
よ
！
来
ち
ゃ
ダ
メ
ェ
！

！
」

正
子

「
う
る
さ
い
！
！
」

正
子
は
亜
夢
の
頬
を
叩
い
た
。

バ
チ
ン
！
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亜
夢

「
キ
ャ
ア
！
！
」

歌
唄

「
あ
、
亜
夢
！
？
」

正
子

「
と
に
か
く
急
ぎ
な
さ
い
よ
？
」

正
子
は
電
話
を
切
っ
た
。

歌
唄

「
あ
、
亜
夢
～
！
！
」

亜
夢

「
う
っ
・
・
・
う
ぅ
っ
・
・
・
」

正
子

「
こ
の
娘
、
殺
さ
れ
た
い
の
！
？
」

歌
唄

「
ど
う
し
よ
う
、
亜
夢
が
・
・
・
」

イ
ル

「
歌
唄
・
・
・
」

エ
ル
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「
歌
唄
ち
ゃ
ん
・
・
・
」

歌
唄

「
今
ま
で
の
ア
タ
シ
だ
っ
た
ら
、
き
っ
と
見
捨
て
て
た
・
・
・
で
も
、
今
は
ち

が
う
！
亜
夢
に
は
た
く
さ
ん
助
け
ら
れ
た
わ
。
今
度
は
ア
タ
シ
が
亜
夢
を
助
け

る
！
エ
ル
！
エ
ー
ス
チ
ェ
ア
か
ク
イ
ー
ン
ズ
チ
ェ
ア
の
子
を
呼
ん
で
来
て
！
」

エ
ル

「
了
解
な
ん
で
す
！
」

エ
ル
は
飛
ん
で
行
く
。

歌
唄

「
イ
ル
、
行
く
わ
よ
！
」

イ
ル

「
あ
ぁ
！
」

歌
唄

「
ア
タ
シ
の
心
、
ア
ン
ロ
ッ
ク
・
・
・
キ
ャ
ラ
な
り
！
ル
ナ
テ
ィ
ッ
ク
チ
ャ
ー

ム
！
！
」

歌
唄
は
イ
ル
と
キ
ャ
ラ
な
り
し
、
ル
ナ
テ
ィ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ム
に
変
身
す
る
。

歌
唄

「
亜
夢
、
待
っ
て
て
！
！
」

歌
唄
は
事
務
所
か
ら
飛
び
出
し
た
。

ド
ン
ッ
！
！
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正
子

「
全
く
、
う
る
さ
い
子
ね
・
・
・
」

亜
夢

「
ん
～
、
ん
～
・
・
・
」

正
子

「
ウ
フ
フ
・
・
・
」

歌
唄

「
イ
ル
、
こ
こ
な
の
ね
？
」

イ
ル
『
あ
ぁ
、
？
タ
マ
の
気
配
が
す
る
ぜ
！
』

歌
唄

「
（
亜
夢
、
今
行
く
わ
！
！
）
リ
リ
ン
ト
ラ
イ
デ
ン
ト
！
！
」

歌
唄
は
悪
魔
の
矛
で
窓
を
割
り
、
突
っ
込
ん
だ
。

ド
ン
ッ
！
！
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バ
リ
ン
！
！

歌
唄
は
地
面
に
着
地
す
る
。

ト
ッ
！

歌
唄

「
亜
夢
！
！
」

歌
唄
の
目
線
の
先
に
は
亜
夢
が
い
た
。

亜
夢
は
手
足
と
体
を
ロ
ー
プ
で
グ
ル
グ
ル
巻
き
に
縛
ら
れ
、
口
を
ガ
ム
テ
ー
プ

で
塞
が
れ
て
い
る
。

亜
夢

「
ん
、
ん
ん
ん
！
！
（
う
、
歌
唄
！
！
）
」
 

歌
唄

「
亜
夢
、
大
丈
夫
？
」

歌
唄
は
亜
夢
に
駆
け
寄
り
、
口
の
ガ
ム
テ
ー
プ
を
は
が
し
た
。

ピ
リ
リ
！

亜
夢

「
イ
、
イ
タ
タ
・
・
・
う
ん
、
大
丈
夫
よ
！
」

歌
唄

「
無
事
で
良
か
っ
た
！
今
、
ロ
ー
プ
を
解
く
か
ら
ね
。
」
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歌
唄
は
亜
夢
の
背
後
に
回
る
。

亜
夢
を
縛
っ
て
い
る
ロ
ー
プ
を
解
こ
う
と
し
た
そ
の
時
、
ブ
ー
メ
ラ
ン
が
飛
ん

で
来
た
。

ギ
ュ
ン
！
！

歌
唄

「
ハ
ッ
！
」

歌
唄
は
亜
夢
を
抱
え
、
ブ
ー
メ
ラ
ン
を
避
け
る
。

歌
唄

「
何
な
の
？
」

正
子

「
来
た
わ
ね
、
星
名
歌
唄
！
！
」

正
子
が
歌
唄
の
前
に
現
れ
た
。

歌
唄

「
ア
ン
タ
ね
！
ア
タ
シ
の
友
達
を
さ
ら
っ
た
の
は
！
！
」

亜
夢

「
歌
唄
気
を
つ
け
て
！
！
そ
の
子
、
見
た
目
よ
り
か
な
り
強
い
よ
！
」

歌
唄

「
心
配
し
な
い
で
。
」

歌
唄
は
亜
夢
を
壁
に
も
た
れ
さ
せ
る
と
、
正
子
に
突
っ
込
ん
だ
。
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歌
唄

「
喰
ら
い
な
さ
い
！
ナ
イ
ト
メ
ア
ロ
ー
レ
ラ
イ
！
！
」

歌
唄
は
黒
い
チ
ョ
ウ
を
無
数
に
放
つ
。

ブ
ァ
ッ
！

歌
唄

「
さ
っ
き
は
不
意
を
つ
か
れ
た
け
ど
、
無
数
に
放
た
れ
る
チ
ョ
ウ
を
防
ぎ
き
る

術
が
あ
な
た
に
あ
る
か
し
ら
？
」

正
子
は
ニ
ヤ
リ
と
す
る
と
、
指
を
パ
チ
ン
と
鳴
ら
す
。

パ
チ
ン
！

す
る
と
、
正
子
の
横
に
穴
が
空
き
、
空
間
が
広
が
っ
た
。

ズ
ア
ッ
！

そ
し
て
、
チ
ョ
ウ
達
を
吸
い
込
み
始
め
る
。

ゴ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
！
！

歌
唄

「
え
！
？
」

や
が
て
、
影
の
空
間
は
チ
ョ
ウ
達
を
吸
い
込
み
終
わ
っ
た
。

ス
ゥ
・
・
・
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歌
唄

「
そ
、
そ
ん
な
！
ア
タ
シ
の
ナ
イ
ト
メ
ア
ロ
ー
レ
ラ
イ
が
謎
の
空
間
に
吸
い
込

ま
れ
た
！
？
」

正
子

「
ア
タ
シ
は
ね
、
異
空
間
を
作
り
出
す
事
が
で
き
る
の
よ
。
し
か
も
、
異
空
間

に
吸
い
込
ん
だ
も
の
は
ア
タ
シ
の
意
の
ま
ま
・
・
・
こ
ん
な
風
に
ね
！
！
」

正
子
が
指
を
パ
チ
ン
と
鳴
ら
す
と
、
異
空
間
に
吸
い
込
ま
れ
た
蝶
が
歌
唄
を
襲

っ
た
。

ズ
ズ
ズ
・
・
・

ゴ
ォ
ッ
！

ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
！
！

歌
唄

「
キ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
！
！
」

歌
唄
は
片
ヒ
ザ
を
つ
く
。

歌
唄

「
う
・
・
・
こ
、
こ
の
娘
・
・
・
強
い
・
・
・
」

衝
撃
で
キ
ャ
ラ
な
り
が
解
け
、
歌
唄
は
床
に
倒
れ
込
ん
だ
。

ド
サ
ッ
！
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亜
夢

「
う
、
歌
唄
～
！
！
」

正
子

「
所
詮
は
そ
ん
な
も
ん
よ
。
」

正
子
は
そ
う
言
う
と
、
歌
唄
に
近
づ
い
た
。

そ
の
後
歌
唄
は
亜
夢
と
同
じ
よ
う
に
手
足
を
ロ
ー
プ
で
縛
ら
れ
、
亜
夢
の
横
に

放
り
出
さ
れ
た
。

ド
サ
ッ
！

歌
唄

「
あ
う
っ
！
！
」

亜
夢

「
歌
唄
、
大
丈
夫
？
」

歌
唄

「
え
、
え
え
・
・
・
亜
夢
、
ゴ
メ
ン
・
・
・
」

亜
夢

「
歌
唄
の
せ
い
じ
ゃ
な
い
よ
。
最
初
に
捕
ま
っ
た
ア
タ
シ
も
悪
い
ん
だ
か
ら
・
・

・
」

歌
唄

「
そ
れ
よ
り
・
・
・
何
の
た
め
に
ア
タ
シ
達
を
捕
ま
え
た
の
？
」
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正
子

「
決
ま
っ
て
る
で
し
ょ
？
星
名
歌
唄
・
・
・
あ
な
た
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
お

金
を
い
た
だ
く
た
め
よ
。
」

歌
唄

「
だ
っ
た
ら
、
最
初
か
ら
ア
タ
シ
だ
け
を
狙
え
ば
良
い
じ
ゃ
な
い
！
ど
う
し
て

亜
夢
ま
で
巻
き
込
ん
だ
の
！
！
」

正
子

「
あ
な
た
は
警
戒
心
が
強
い
か
ら
ね
。
先
に
友
達
か
ら
狙
う
の
が
妥
当
と
思
っ

た
の
よ
。
」

歌
唄

「
こ
の
卑
怯
者
・
・
・
」

正
子

「
何
と
で
も
言
い
な
さ
い
。
ア
タ
シ
は
父
さ
ん
の
よ
う
に
な
る
た
め
な
ら
、
何

だ
っ
て
で
き
る
わ
。
さ
て
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ
ん
の
電
話
番
号
を
教
え
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
か
？
」

歌
唄

「
イ
ヤ
よ
。
ア
ン
タ
な
ん
か
に
教
え
る
も
ん
で
す
か
。
」

正
子

「
良
い
の
？
親
友
の
顔
に
傷
が
つ
い
て
も
。
」

そ
う
言
う
と
、
正
子
は
亜
夢
に
手
を
か
ざ
し
た
。

亜
夢
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「
う
っ
！
！
」

歌
唄

「
ひ
、
卑
怯
よ
！
！
」

正
子

「
言
っ
た
で
し
ょ
？
ア
タ
シ
は
何
だ
っ
て
で
き
る
っ
て
。
」

歌
唄

「
う
・
・
・
わ
か
っ
た
、
教
え
る
わ
・
・
・
」

歌
唄
は
正
子
に
電
話
番
号
を
教
え
た
。

正
子

「
さ
て
と
、
電
話
も
か
け
終
わ
っ
た
し
・
・
・
あ
な
た
達
は
、
し
ば
ら
く
し
ゃ

べ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
か
・
・
・
」

そ
う
言
う
と
、
正
子
は
ガ
ム
テ
ー
プ
を
持
っ
て
歌
唄
と
亜
夢
に
近
づ
い
て
来
た
。

亜
夢
・
歌
唄

「
う
・
・
・
」

２
人
が
目
を
つ
ぶ
っ
た
、
そ
の
時
・
・
・

「
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
・
パ
ー
テ
ィ
！
！
」

突
然
飛
ん
で
き
た
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
の
ク
ラ
ブ
が
、
正
子
は
の
手
を
弾
い
た
。
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ガ
ッ
！

正
子

「
キ
ャ
ッ
！
？
」

「
タ
イ
ト
ロ
ー
プ
ダ
ン
サ
ー
！
！
」

続
い
て
飛
ん
で
来
た
タ
イ
ト
ロ
ー
プ
が
、
正
子
を
捕
縛
す
る
。

ビ
ュ
ン
！

グ
ル
グ
ル
グ
ル
・
・
・

正
子

「
キ
ャ
ア
！
！
」

亜
夢

「
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
・
パ
ー
テ
ィ
に
タ
イ
ト
ロ
ー
プ
ダ
ン
サ
ー
・
・
・
こ
の
技
は
・

・
・
」

「
亜
夢
、
歌
唄
！
無
事
！
？
」

２
つ
の
技
を
放
っ
た
者
・
・
・

ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
ク
イ
ー
ン
ズ
チ
ェ
ア
で
あ
る
真
城
り
ま
が
、
ラ
ン
や
エ
ル
と

共
に
倉
庫
の
中
に
入
っ
て
来
た
。

亜
夢

「
り
ま
！
来
て
く
れ
た
の
ね
！
」
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真
城
り
ま
 

マ
シ
ロ

「
エ
ル
が
連
れ
て
来
て
く
れ
た
の
。
」

そ
う
言
う
と
、
り
ま
は
亜
夢
と
歌
唄
に
駆
け
寄
る
。

り
ま

「
大
丈
夫
？
今
ほ
ど
い
て
あ
げ
る
か
ら
。
」

り
ま
は
亜
夢
と
歌
唄
の
背
後
に
回
る
と
、
２
人
を
拘
束
か
ら
解
放
し
た
。

バ
サ
ッ
！

歌
唄

「
助
か
っ
た
わ
、
真
城
さ
ん
。
」

り
ま

「
お
礼
は
後
よ
。
と
に
か
く
今
は
あ
の
子
を
何
と
か
し
な
い
と
・
・
・
」

正
子

「
邪
魔
は
さ
せ
な
い
・
・
・
ア
タ
シ
は
必
ず
、
父
の
よ
う
な
怪
盗
に
な
る
の
よ

！
！
」

正
子
の
真
上
で
巨
大
化
し
た
？
タ
マ
が
、
彼
女
を
飲
み
込
む
。

バ
ク
ン
！

ポ
ン
！

正
子

「
キ
ャ
ラ
な
り
！
ギ
ル
テ
ィ
ー
ド
リ
ー
ム
！
！
」
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正
子
は
？
キ
ャ
ラ
な
り
し
た
。

歌
唄

「
キ
ャ
ラ
な
り
し
た
わ
ね
・
・
・
亜
夢
！
ア
タ
シ
達
も
キ
ャ
ラ
な
り
よ
！
！
」

亜
夢

「
う
ん
！
」

す
る
と
突
然
、
ハ
ン
プ
テ
ィ
・
ロ
ッ
ク
が
光
り
だ
し
た
。

カ
ッ
！
！

正
子

「
な
、
何
な
の
こ
の
光
は
・
・
・
」

り
ま

「
私
の
心
・
・
・
」

亜
夢
・
歌
唄

「
ア
タ
シ
の
心
・
・
・
」

亜
夢
・
歌
唄
・
り
ま

「
ア
ン
ロ
ッ
ク
！
！
」

亜
夢
達
３
人
は
キ
ャ
ラ
な
り
し
た
。

し
か
し
、
本
来
と
は
全
く
別
の
姿
に
。

り
ま
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「
キ
ャ
ラ
な
り
・
・
・
ク
ラ
ウ
ン
エ
ン
ジ
ェ
ル
！
！
」

歌
唄

「
キ
ャ
ラ
な
り
・
・
・
ハ
ー
ト
フ
ル
チ
ャ
ー
ム
！
！
」

亜
夢

「
キ
ャ
ラ
な
り
・
・
・
ア
ミ
ュ
レ
ッ
ト
ド
ロ
ッ
プ
！
！
っ
て
・
・
・
ど
う
な
っ

て
る
の
こ
れ
！
？
」

歌
唄

「
ア
タ
シ
達
・
・
・
」

り
ま

「
別
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
と
キ
ャ
ラ
な
り
し
て
る
！
？
」

そ
う
、
亜
夢
達
は
ハ
ン
プ
テ
ィ
・
ロ
ッ
ク
の
力
に
よ
り
、
別
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ

と
キ
ャ
ラ
な
り
し
た
の
だ
。

り
ま
は
エ
ル
と
、
歌
唄
は
ラ
ン
と
、
そ
し
て
亜
夢
は
ク
ス
ク
ス
と
で
あ
る
。

り
ま

「
ハ
ン
プ
テ
ィ
・
ロ
ッ
ク
に
こ
ん
な
力
が
あ
っ
た
な
ん
て
・
・
・
」

歌
唄

「
で
も
こ
の
姿
は
き
っ
と
長
く
は
保
た
な
い
・
・
・
」

亜
夢

「
手
早
く
決
め
る
よ
、
歌
唄
！
り
ま
！
！
」

歌
唄
・
り
ま
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「
え
え
！
！
」

亜
夢
達
は
正
子
に
突
っ
込
ん
で
行
っ
た
。

正
子
も
応
戦
す
る
が
、
や
は
り
３
Ｖ
Ｓ
１
で
は
分
が
悪
い
。

あ
っ
と
い
う
間
に
、
正
子
は
追
い
詰
め
ら
れ
た
。

正
子

「
や
っ
ぱ
り
、
無
理
な
の
か
し
ら
・
・
・
女
の
ア
タ
シ
に
は
、
父
の
よ
う
な
立

派
な
怪
盗
に
は
な
れ
な
い
の
か
し
ら
・
・
・
」

正
子
が
巨
大
な
×
タ
マ
に
包
ま
れ
る
。

歌
唄

「
諦
め
ち
ゃ
ダ
メ
！
」

亜
夢

「
諦
め
ず
に
頑
張
れ
ば
、
夢
は
き
っ
と
叶
う
よ
！
」

り
ま

「
亜
夢
、
歌
唄
！
こ
こ
は
３
人
で
浄
化
し
ま
し
ょ
！
」

亜
夢
・
歌
唄

「
え
え
！
」

亜
夢

「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
ハ
ー
ト
に
、
ロ
ッ
ク
オ
ン
！
！
」
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亜
夢
・
歌
唄
・
り
ま

「
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
・
ハ
ー
ト
！
！
！
」

亜
夢
・
歌
唄
・
り
ま
の
か
ざ
し
た
手
か
ら
、
ビ
ー
ム
が
放
た
れ
る
。

パ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
・
・
・

巨
大
×
タ
マ
は
浄
化
さ
れ
、
正
子
は
元
に
戻
っ
た
。

亜
夢

「
こ
れ
に
て
、
一
件
落
着
ね
！
」

亜
夢
達
３
人
は
手
を
叩
き
合
う
。

そ
ん
な
３
人
を
、
ル
ル
が
悔
し
そ
う
に
見
つ
め
て
い
た
・
・
・

続
く
！
！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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